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　本県が管理する河川の要改修区間は約 1,200km あり、河川整備計画等に基づき順次整備をして

いるものの、平成 26 年度末時点の整備率は約 53.0％となっており、引き続き、近年災害対策や

都市集中豪雨対策を始め、ストック効果を発揮する河川改修を一層推進していく必要がある。

　また、庄内川、豊川等の整備促進に引き続き取り組んでいく。

　近年の水害に対する緊急対策として、八田川、地蔵川、及び柳生川などにおいて、排水機場、

放水路等の抜本的な治水対策にしっかり取り組み、治水安全度の向上を図っていく。

　さらに、多頻度化・激甚化する浸水被害に対応するため、ハード対策のみならず、ソフト対策

を合わせて推進することとし、市町村などと連携した総合的な治水対策 20 の推進、水防テレメー

タシステムの更新を行っていくとともに、浸水想定区域図の見直しや、行政からの情報提供の向

上を含め、行政と地域住民が共に水害に立ち向かうソフト対策「みずから守るプログラム 」21 を

進め、複合的な備えにより被害の最小化を図っていく。
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　集中豪雨等により発生する土砂災害を防止するため、土石流対策施設や急傾斜地崩壊防止施設等

の整備を進める。施設整備にあたっては、集落の中でも、重要交通網、要配慮者利用施設、避難場

所などを保全する減災効果の高い箇所を重点に整備していく。

　土砂災害の危険がある箇所を明らかにするため、全ての土砂災害危険箇所の基礎調査を完了し、

土砂災害警戒区域等22 の指定を推進していく。

　沿岸地域においては、高潮に対して堤防背後地の被害が想定される箇所について、海岸保全施設

や河川堤防の嵩上げ、排水機場の整備などの高潮対策を進めていく。なお、遠州灘などにおいては、

潜堤の設置により波浪を減衰させ、沿岸部の砂浜を回復・保全し、高潮などに対し砂浜の減衰効果

による面的防護力を高めていく。



　豪雨・台風等による落石や崩土等の道路災害を防止するため、緊急度及び路線等の重要度を考慮

して、落石等防止対策を推進していく。

　特に、大規模災害時の救援活動や緊急輸送を確保するため、防災拠点となる市町村役場や支所等

に至る緊急輸送道路の対策を重点的に実施していく。

　耐震対策を行う河川・海岸施設の内、高潮対策を必要とする堤防及び水門等、排水機場の整備を

推進していく。
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　幹線道路における事故対策の強化に向け、事故集中箇所を抽出し、事故の原因を分析したうえで、
交差点の改良や歩道設置など道路構造の改良に取り組むとともに、現道内でカラー舗装や路面標
示により危険な交通挙動を抑制する速効対策を併用することにより、より広範かつ機動的に対策
を推進していく。

　生活道路の対策促進に向け、最も身近な通学路を対象として、県内の全市町村で「通学路交通
安全プログラム 」23 を策定し、ＰＤＣＡサイクルによる持続的な対策の実施に取り組んでいく。
　また、高齢者や障害者など、誰もが安全・安心に利用できる歩行空間の確保に向け、鉄道駅、病院、
福祉施設や市町村役場などの生活関連施設を結ぶ経路を中心に、歩道の新設・拡幅や段差・勾配
の解消など、歩行空間のバリアフリー化を推進する。
　合わせて、安全で快適な自転車利用環境の確保に向け、自動車交通量や速度に応じて、従来の
自転車歩行者道内での分離対策や自転車専用通行帯（自転車レーン）の整備に加え、新たに全国
的に標準化が図られる車道左端での通行位置や進行方向の路面標示を活用し、自転車利用空間の
ネットワーク化を推進する。
　さらに、新たな生活道路の対策として「人優先の安全・安心な歩行空間」の再生に向け、交通
事故の発生状況等から緊急性が高いエリアを抽出し、面的に対策を実施することで、幹線道路へ
の交通転換、生活道路の速度抑制、自転車通行空間の確保など、幹線道路と生活道路の機能分化
に取り組んでいく。



　都市計画道路（県管理道路）の整備や鉄道高架事業による踏切の除却、既成市街地等における土

地区画整理事業により、安全・安心な道路交通環境を実現する。また、安全な歩行区間を確保する

無電柱化の推進を図っていく。
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